










要約 

遺伝的に高ビリルビン(BR)血症を示すGunn ラットホモ接合体では,種々の条件下で大脳基

底核や小脳の限局性黄染(核黄疸)が観察される。その成立機序を明らかにする最初の試み

として,小脳における核黄疸の臨界期および BR 沈着部位について検討した。displacer を

用いた実験より,小脳における核黄疸の臨界期は生後 15 日前後にあること,この時期に BR

は内顆粒細胞層の glomerulusに限局的に沈着することが示唆された。次に小脳核黄疸に関

連する因子の 1 つとして BR 結合タンパクを検索したところ,ラット小脳には少なくとも 6

つの結合タンパクが見いだされた。分子量はそれぞれ 15k,17k,18k,30k,31k,240k であり,

そのうち 30k と 31k タンパクは小脳に特徴的に存在する BR 結合タンパクと考えられた。 


